
 本機には機器の特徴による固有のお願い事項があります。 

「警告」より抜粋 「使用上のお願い」より抜粋 

「注意」より抜粋 

「設置上のお願い」より抜粋 

設置時の注意点（機器固有のお願い事項） 
本内容は抜粋 
です。詳細は 
取扱説明書を 
参照ください 



 設置工事は電気設備技術基準に従って実施してください 
資格、基準と作業の関連性 

関連資格・基準 電気工事士資格 電気設備技術基準 
設置前 
作業 

同軸ケーブル 
新設工事 不要  必要 

同軸ケーブル 
既設点検 不要 必要 

同軸ケーブあル 
絶縁抵抗測定 不要 必要 

同軸ケーブル 
ループ抵抗測定 不要 不要 

機器新規取り付け 
 不要 不要 

設置・ 
運用後 
作業 

障害切り分け時の 
同軸ケーブル調査 不要 必要 

障害切り分け時の 
コネクタ、配線交換 不要 必要 

修理時の機器の 
取り付け、取り外し 不要 不要 

設
置
工
事
は
電
気
設
備
技
術
基
準
に
従
う
必
要
あ
り 

設置時の注意点（資格・基準） 



 カメラ側機器は、上下に重ねて配置しない。ラックマウント時は温度に注意。 

カメラ側機器の設置 

レシーバ側機器の設置（ラックに取り付けるとき） 

上下に重ねて配置しない。通信干渉の原因となります。 
同じ場所に設置する場合は左右に配置してください。 
（5cm以上はなすことを推奨いたします。） 

5cm以上 

(2台、3台をラックマウントする方法は 
取説に記載) 

●ラック設置時は空冷用ファンなどの取り付けをお勧めします。 
●ラック内の温度は、50 ℃以上にならないようにしてください。 
●レシーバー側をラックに取り付けるときは、本機の上下に1ユニット分(44mm)以上の間隔をあけてください。 

設置時の注意点（配置・ラックマウント） 



必要長：カメラ全長＋160ｍｍ が目安 
WV-SPN631 with TAMRON M13VG288IR (191mm)とともに収納する場合、 
ハウジングに必要な長さは下図となります。(191mm + 160mm = 351mm) 

ハウジング有効長 

実機確認が必要 

351mm 280mm 

入ります 入りません 

260mm 
ミカミCH300 

ESS 
FH-5100-S 
 

WV-SPN631 

TAMRON M13VG288IR 
FUJINON  YV2.8x2.8SA-SA2 

191mm 

325mm 
ミカミCH771FDH 
CH772FDW 
CH771FDW 
CH772FDWH 

335mm 
SELCO 
SOH-15 

360mm 
ミカミ 
CH770 

カメラ全長＋160mmが目安となります。 
ハウジングへの収納時の注意点 

カメラと同軸LANコンバーター(カメラ側)をハウジングに収納する場合 

例） 
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